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　歯は自己修復機能をもたないので，齲蝕をはじめとする損傷を受けた場
合，人工の修復材料を用いて機能と形態の回復をはからなければならな
い．修復材料は，長期間口腔内の諸組織と調和し，安全で強固な構造をも
つものが必要とされ，材料の性質をよく理解して使いこなす知識と技術が
厳しく要求される．
　歯科技工学における歯科理工学は「セラミック加工成形学」「プラスチッ
ク（レジン）加工成形学」「金属加工成形学」が主であり，そのなかで用い
られるセラミック材料，高分子材料，金属材料と複合材料などについての
機械的性質，物理的性質，化学的性質，生物学的性質を知る学問である．

1．応力とひずみ（a）

1）応　力
　引張，圧縮，せん断などの外力（荷重）によって材料が変形するときに
材料内部に発生する内力をいい，単位面積あたりの力（N，ニュートン）
で表される．単位はMPa（メガパスカル）で表示される．
　ひずみが一定でも，時間とともに応力が減少することを応力緩和とい
う．

2）ひずみ
　材料に外力が加わって起こる変形の割合をいう．外力を取り除いても残
るひずみ（変形）を永久ひずみという．

3）応力—ひずみ曲線（図1—1）
（1）弾　性
　外力がなくなれば，ひずみもなくなる性質をいう．

（2）塑　性
　外力を取り去っても，永久ひずみが残る性質をいう．
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第� 章

　 知識の整理と重要事項

1 歯科材料の性質
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一 問 一 答

問 1 応力とは 答 1 変形時に外力に抵抗して材料内部
に発生する内力

問 2 ひずみとは 答 2 材料に外力が加わったときの変形
の割合

問 3 永久ひずみとは 答 3 外力を取り除いても残るひずみ（変
形）

問 4 外力がなくなれば，ひずみもなくなる性質は 答 4 弾性

問 5 外力を取り去っても，永久ひずみが残る性質は 答 5 塑性

問 6 フックの法則とは 答 6 ある限度内において，応力とひず
みが比例する法則

問 7 比例限とは 答 7 比例関係の成り立つ領域で，フッ
クの法則が成立する限界の応力

問 8 弾性限とは 答 8 比例関係は失うが，外力を取り
去ってもひずみが残らない限界の
応力

問 9 応力‒ひずみ曲線で，永久ひずみが0.2％残る応力
は

答 9 耐力

問 10 フックの法則が成り立っているときの，応力のひず
みに対する比（応力／ひずみ）は

答 10 弾性係数

問 11 永久変形なしに材料が吸収することのできるエネル
ギーは

答 11 レジリエンス（弾性エネルギー）

解説 その最大値を弾性エネルギー率と
いう．

問 12 外力により永久変形はするが，簡単には破断しない
性質は

答 12 靱性

問 13 塑性変形することなく破断する性質は 答 13 脆性
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